
この度はFARM製品をお求めいただき、ありがとうございました。
下記のご説明内容をお読みいただきご理解の上で当製品をご使用下さい

当製品の取り付けはプロショップや整備士資格を有する方に
取り付けをご依頼されることを強くオススメいたします。

取り付けや修理が目的であっても製品は
分解や改造などを絶対に行わないでください。

改造や分解又は塗装などを施した商品は初期不良の
対象であっても交換できかねます事をご理解願います。

商品や付属品は誤った使用方法をされるとケガ等の恐れが
ありますので幼児や児童のお手に触れない場所に保管して下さい。

E-mail : info-f@motor-farm.com

JA用サイドシルガード ハードカットタイプ

ご用意いただくもの
①切断器具 ( ジグソー、グラインダーなど )
②電動ドリル ( ドリル刃Φ2.2 ～Φ2.4)
③プラスドライバー
④錆止め材

◆以下、サイドシルを折り曲げて取付を行う方法を記載しま
　すが、行程４，５の部分でしっかりとコーキング処理を行
　えば、サイドシル全体を切断して取付を行ったほうが楽に
　取付できます。
　板金作業を行ったことがない場合にはサイドシル全体を切
　断して取り付ける方法をお勧めいたします。

◆取付に関する注意◆
サイドシル自体の歪み、腐食 ( サビ ) 等により、車体と商
品の
間に隙間ができる場合があります。
取付の際には極力歪みを修正、サビを取り除いて取付を
行ってください。

１．サイドシルの段になっている上側部分から 81mmの場
　　 所にけがき線を引きます。
※サイドシル全体を切断する場合には、破線の部分で切断 
　してください。

２．切断機①を用いて、けがき線に沿ってサイドシルを切断
　　します。
　　底側部分、タイヤハウスの中も切断して、段 ( 破線部分 )
　　に沿ってサイドシルを折り曲げます。
※サイドシル全体を切断する場合には、点線の部分で切断し
　てください。

３．サイドシルガードを仮付けし、切断線を引きます。

４．サビ止め材⑤を切断した部分に塗布して防サビ処理を行
　　います。
　　隙間がある部分、サイドシルガードがあたる部分 ( 黄色 
　　車線部分 ) にシール材④を塗布して水が入らないように
　　します。
　　サイドシルガードを取付け、電動ドリル②を用いて車体
　　に穴を開け、その都度あけた穴にビスをドライバー③で
　　ねじ込んでいきます。
Point: ビスをねじ込む際、ビスのねじ部分にシール材④を付
　　　ければビスの浮きなどが目立たなくなります。
　　　( シール材は、サイドシルガードあるいはビスと同じ
　　　色を選択します。)
　　　また、このような処理を行うことによりビス穴からの
　　　水の侵入を防ぐので、サビを防止します。
※シール材はホームセンターで購入できます。
　画像のものは、「セメダイン株式会社 シリコーンシーラン
　ト」です。

５．サイドシルガードを取り付けた後、隙間が空いている部
　　分にコーキング材④を充填して水が入らないようにしま
　　す。


